
資料2.　委託仕様書例

	他企業工事立会業務

（一般事項）

（1） 受託者は、業務計画書に他企業工事の立会区間等を定め、事前に監督職員に報告した上で他企業工事立会に着手する。

（2） 受託者は、他企業が行う工事に対し事前の位置確認やマーキング、水道施設への影響の有無の判断、対策の指示及び巡回による確認作業を行う。

（3） 確認方法は、貸与する管理図に基づく確認のほか、管路探知器等の機器を使用した調査を含む。

（4） 受託者が監督職員の指示に反して調査を続行しようとした場合又は、監督職員が事故防止上危険と判断した場合は、調査の一時中止を命ずることがある。

（業務内容）

（1） 業務計画書

　　　　　 受託者は、次の事項を記載した業務計画書を事前に提出する。

　　　　   ①作業概要

　　　　　 ②現場組織（職務分担、緊急連絡体制など）

　　　　　 ③作業計画（作業方法、実施工程など）

　　　　　 ④安全計画（保安対策等）

　　　　　
⑤その他（監督職員の指示する事項）

（2） 使用機材

　　　　　 受託者は、使用する機材を常に点検し、十分な整備をしておく。

（3） 作業時間

　　　　　 発注者の執務時間内に行うことを原則とする。

（4） 他企業工事立会

　　　　　 現地立会では以下の項目を行う。

　　　　　 ①事前の地下埋設物の位置確認及びマーキング

　　　　　 ②水道施設への影響の有無の判断

　　　　　 ③影響がある場合、監督職員へ報告

　　　　　 ④状況に応じた掘削時や埋戻時の立会又は巡回

　　　　　 ⑤記録写真の撮影及び整理

（成果品）

（1） 受託者は、立会の結果について報告書を作成し、提出する。

（2） 提出する成果は、次のとおりとする。

　　　　　 ①業務報告書（状況報告・作業日報含む）

　　　　　 ②写真帳

　　　　　 ③その他、監督職員の指示するもの。

（3） 成果品は電子媒体で提出すること。




参考：「水道施設維持管理等業務委託積算要領－管路等維持管理業務編」（日本水道協会）
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